
網走管内考古学文献目録VI
(昭和61年 ～ 平成2年)

菅 野 友 世

〒083中 川郡池田町字利別本町ll5番地

凡 例

1.こ の文献 目録は年代別に編集 した。

2.こ こに集録 した文献は、昭和61年 から平成2年

までの5年 間に発表 された網走支庁管 内にお

ける考古学に関係す るものである。

3.文 献に掲載 されている内容が、部分的に網走

支庁管内に関係す るものについて も集録の対

象 とした。

4.文 献の内容は、考古学関係 を中心 としたが、

アイヌ関係の もので も考古学 に関連するもの

を集録 した。

北海道食糧事務所池田支所

5.記 載事項 は、文献名 ・編著者名 ・掲載誌巻号

の順である。

6.こ こに集録できた ものは、管見の限 りの もの

で多 くの不備 と脱落があることを承知 してい

る。

今後 で きる限 り調査 し、次の編集において集

録補充に努めたいので、ご教示、ご指摘をお

願いいたします。

昭 和61年(1986)

(3月)

網走市立郷十博物館収蔵考古資料 目録1網 走

市立郷十博物館編 ・発行 資料目録 ・写真図

版388P

網走市大曲第1洞 穴 出土の一縄文時代人頭骨

石田 肇 ・百々幸雄 ・米村哲英 北海道考古

学22:35-53

縄文土器出十遺跡地名表 菅野友世 北海道考

古学22:161-168

中ノ島遺跡H久 保勝範 ・宮 宏明 ・五十嵐八枝

子 ・三浦裕二 北見市:本 文 ・写真図版207P

北見市 中ノ島遺跡 出土の人歯 石 田 肇 ・二宮

孝文 ・百々幸雄 中ノ島遺跡H:133-136

中ノ島遺跡 出土の動物遺体 西本豊弘 中ノ島

遺跡H:137-138

中ノ島遺跡の放射性炭素年代測定結果報告

木越邦彦 中ノ島遺跡H:139

中ノ島遺跡 出土の黒曜石石片の水和層年代

近堂祐弘 中ノ島遺跡H:140-141

中ノ島遺跡の花粉分析 五十嵐八枝子 中ノ島

遺跡H:142-146

中ノ島遺跡出土の黒曜石遺物の石材産地分析

藁科哲男 ・東村武信 中ノ島遺跡H:147-152

元町2遺 体 小林 敬 ・荒生健志 美幌町教育

委員会:本 文 ・図版142P

嘉多山遺跡 和田英昭 ・米村 衛 網走市教育

委員会:本 文 ・図版127P

白滝服部台遺跡における表面採集 札幌大学木

村英明ゼ ミナール ・孝古学研究会編 札幌大

学教養部教養ゼ ミナール論集12:102-116

タチカルシュナイM-1地 点での発掘調査抄録

札幌大学 ・筑波大学 ・湧別川流域史研究会

札幌大学教養部教養ゼ ミナール12:117-122

湧別川中流域における先土器石器群について

藤田光一 札幌大学教養部教養ゼ ミナール

12:123-135

トコロチヤシ南尾根遺跡(1985)武 田修i常 呂町

教育委員会:本 文32P・ 図版14
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雄武町雄武竪穴群遺跡第一次発掘調査概要

中村 斎 ・野村 崇 ・中田幹雄 ・平川善祥 ・

山田悟郎 ・為岡 進 ・小林幸雄 北海道開拓

記念館調査報告25:107-ll9

雄武町チャシに関する二 ・三の考察 松尾 隆

十別市立博物館報告4:81-95

北海道石刃鍛文化の立地について 佐藤和利

士別市立博物館報告4:97-100

金山1遺 跡 米村哲英

丸瀬布町教育委員会:本 文 ・写真図版61P

(4月)

常 呂川流域遺跡群 村岡道雄

図説発掘が語る日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来社:62-63

蝦夷地 の形成 藤本 強

図説発掘が語 る日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来:245-276

タチカルシュナイ遺跡

岡村道雄 ・柳沢和 明 図説発掘が語 る日本

史1北 海道 ・東北編 新人物往来社:278

白滝遺跡群 岡村道雄 ・柳沢和明

図説発掘が語る 日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来社:278

中本遺跡 岡本道雄 ・柳沢和明

図説発掘が語る 日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来社:279

朝 日 トコロ貝塚 佐久間光平

図説発掘が語る日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来社:282

ピラガ丘遺跡 藤本 強

図説発掘が語 る日本史1北 海道 ・東北編

新人物往来社:305-306

広瀬遺跡 藤本 強 図説発掘 が語 る口本史1

北海道 ・東北編 新人物往来社:307

北海道 木村 尚俊 日本考 古学年報37:29-34

北海道 にお ける地域性 吉崎 昌一 岩波講座

日本考古学5岩 波書店:289-324

オホーツク海をめ ぐる交流 藤本 強

日本の古代3中 央公論社:233-264

(6月)

津別町チャシバ アンピラチャシ略報

宇田川 洋 北海道チャシ学会々報20:83-86

(8月)

北海道 木村英 明 ・森 田知忠 岩波講座 日本

考古学別巻1岩 波書店:11H54

(9月)

北海道の押型文土器 大沼忠春

考古学 ジャーナル267:4-9

網走市ウバ ラナイチ ャシ略報

藤本 強 ・宇旧川洋 ・豊原煕司

北海道チ ャシ学会 々報21:87-90

(11月)

雄武 町雄武 竪穴群遺跡の発掘調査 平川善祥

北海道開拓記念館だ よ り16-4:6

昭和62年(1987)

(2月)

新生2遺 跡 ・新生4遺 跡 佐藤和利 紋別市教育

委員会:本 文 ・写真図版139P

新生2遺 跡の花粉分析について 山田悟郎

新生2遺 跡 ・新生4遺 跡:47-50

(3月)

みどり2遺跡 荒生健志 美幌町教育委員会:14

網走市立郷土博物館収蔵考古資料目録2

網走市立郷土博物館編 ・発行:本 文 ・資料 目

録 ・写真図版394P

オムサロ台地堅穴群 因幡勝雄

紋別市教育委員会:20

北海道指定史跡オムサ ロ台地竪穴群

因幡勝雄 とっか り8:4-15

擦文文化 とオムサロC遺 跡 因幡勝雄

とっカ・り8:22-31

ウツナイチャシについて 金盛典夫 ・松田 功 ・

薮中剛二 知床博物館研究報告8:61-64

川東羽田遺跡 久保勝範 ・宮 宏明 ・太田敏量

北見市:本 文写真図版104P

川東羽田遺跡の黒曜石製石刃鍛、石片の水和層

年代 近堂祐弘 川東羽 田遺跡:58-60

川東羽川遺跡出土石刃鍛の石材産地分析

藁科哲男 ・東村武信 川東羽田遺跡:6]一72
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川東羽田遺跡の遺構に残存す る脂肪酸の分析

中野益男 ・福島道広 ・中野寛子

川東羽田遺跡:73-78

川東羽田遺跡の性格について 鶴丸俊明

川東羽田遺跡79-84

雄武町雄武竪穴群遺跡第二次発掘調査概報

野村 崇 ・中田幹雄 ・平川善祥 ・山田悟郎 ・

小林幸雄 ・為岡 進

北海道開拓記念館調査報告26:103-120

白滝村の遺跡 松谷純一

白滝村教育委員会:本 文54P写 真図版12

白滝第4地 点遺跡 松谷純一

白滝村教育委員会:本 文86P写 真図版16

(5月)

網走市タンネ シラリチャシ跡発見報告

武田政治 モヨロ26:2-3

網走市モコ トチャシ跡確認の経緯

戸部千春 モヨロ26:4

東藻琴村福富 ・佐藤遺跡の石器資料

佐藤真理子 モヨロ26:9

(7月)

オホーツク文化人とモ ヨロ貝塚

カムイ ミンタラ編 カムイ ミンタラ21:6-13

(9月)

北方文化論一オホーツク人の系譜を求めて

菊地徹夫 論争 ・学説 口本の考古学1

雄山閣:251-285

チャシ跡遺跡 ・破壊と観光 北海道チャシ学会

北海道チャシ学会々報25:103-106

(11月)

消えた北方民族一オホーツク文化の終えん

金盛典夫 知床博物館第九回特別展:35P

(12月)

古代の網走 網走小史編集委員会

網走小史:5-17

謎の海洋民族 金盛典夫

博物館のひろば34:2

昭 和63年(1988)

(2月)

北辺の文化 藤本 強 日本の文化の源流

学生社:124-186

(3月)

雄武町雄武竪穴群遺跡第三次発掘調査概報

中田幹雄 ・平川善祥 ・山田悟郎 ・為 岡 進 ・

出利葉浩司 ・渡部真人 北海道開拓記念館調

査報告27:109-122

環海の大地北海道 畑 宏明 ・大沼忠春 図説

検証原像 日本3旺 文社:89-ll2

北上台地遺跡D:太 田敏量 ・宮 宏明

北見市:本 文写真図版74P

北上台地遺跡出土の黒曜石石器の水和層年代

近堂祐弘 北上台地遺跡H:51-53

北上台地遺跡の花粉分析 山田悟郎 北上台地

遺跡H:54-58

南町遺跡1久 保勝範 ・太田敏量 ・豊田宏良

北見市:本 文 ・写真図版22P

嘉多山2遺 跡 和田英昭 ・米村 衛 網走市教

育委員会:本 文 ・写真図版45P

オンネナイ3遺跡 佐藤利和

紋別市教育委員会:本 文 ・写真図版86P

オムサロ台地竪穴群 因幡勝雄

紋別市教育委員会:本 文 ・図版32

チカプノツ砂丘出十の十器 村田四郎 ・因幡勝

雄 紋別市立郷土博物館報告創刊号:27-29

元町3遺 跡 荒生健志 ・高山ゆか り 美幌町教

育委員会:94・136P

弥生7遺 跡 橋爪実 ・鶴丸俊明 訓子府町教育

委員会:本 文 ・図版81P

白滝村幌加沢遺跡遠問地点における考古学的調査一

第一次調査概報 木村英 明 ・大林千春 ・加藤

博文 ・赤坂俊策 札幌大学教養部教養ゼ ミナ
ール論集14:100-146

服部台遺跡表採の細石刃核 札幌大学木村英明

ゼ ミナール編 札幌大学教養部教養ゼ ミナー

ル論集:147-148

(5月)

北海道 木村尚俊

考古学ジャーナル291:129-136

(6月)

谷田遺跡発掘調査報告書 金盛典夫 ・松田 功

斜里町教育委員会:本 文202・ 写真図版85
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谷 田遺跡 出十動物遺存体 西本豊弘 谷 田遺跡

発掘調査報告書:175-176

谷田遺跡 出上の骨角器 について 西本豊弘

谷田遺跡発掘調査報告書:177-178

谷田遺跡発掘作業におけるコンピュータの利用

について 桜井 宏 ・金盛典夫

谷田発掘調査報告書:179-196

谷田遺跡出土土器のX線 回析について

合地信生 ・松田 功

谷田遺跡発掘調査報告書:197-202

(7月)

タチカル シュナイV遺 跡C地 点下層石器群の再

検討 千葉英一 考古学論叢H:89-103電 子

印刷所

(9月)

女満別豊里遺跡出土の石刃鍛 平川善祥

北海道開拓記念館だ より18-3:4

(10月)

オムサ ロ台地竪穴群 永井秀夫 北海道新聞8

日付夕刊

モヨロ貝塚 永井秀夫 北海道新 聞15日 付夕刊

常 呂遺跡 永井秀夫 北海道新聞22日 付夕刊

アイヌ文化成立史 宇田川 洋 北海道 出版企

画セ ンター:376P

日本の古代遺跡一北海道 野村 崇

保育社:270P

北海道の文化 藤本 強 もう二つの 日本文化

東京大学出版会:23-73

(11月)

白滝遺跡の国の史跡指定 木村英明

北海道新聞19日 付夕刊

雄武町雄武竪穴群遺跡の発掘調査 平川善祥

北海道開拓記念館だ より18-4:8

(12月)

白滝遺跡 永井秀夫 北海道新聞24口 付夕刊

平成元年(1989)

(2月)

日本考古学史を彩った人々一米村喜男衛 杉山荘

平 論争 ・学説日本考古学別巻 雄山閣:103

(3月)

川東1遺 跡 太 田敏量 ・宮 宏明 ・三辻利一 ・

山田悟郎 ・西本豊弘 ・篠原 暁

北見市教育委員会:本 文 ・写真図版131P

遠軽町新野上1遺 跡 米村哲英

遠軽町教育委員会:本 文 ・写真図版61P

遺跡 ・遺物からみた常呂 藤本 強 ・宇田川

洋 常呂町百年史:122-143

常呂町に関する考古学文献 目録 常 呂町百年史

編纂委員編 常 呂町百年史:913-919

東京大学による町内遺跡の発掘調査一覧表

常呂町百年史編纂委員編 常呂町百年史:920

東京大学による町内遺跡の測量調査一覧表

常呂町百年史編纂委員編 常呂町百年史:921

常呂町における町内遺跡の調査一・覧表

常呂町百年史編纂委員編 常 呂町百年史:921

常呂町に関する遺跡発掘調査報告一覧表

常呂町百年史編纂委員編 常 呂町百年史:921

元町3遺 跡 荒生健志 美幌町教育委員会:44P

豊岡4遺 跡 荒生健志 ・高 山ゆか り

美幌町教育委員会:104P

豊岡7遺 跡 ・豊:岡4遺跡 ・み どり1遺跡 美幌博物

館編 美幌農業館 ・博物館館報1989:34-45

フレ トイ貝塚 米村哲英編 小清水町1本 文 ・

写真図版79P

自然遺物 西本豊弘 フレトイ貝塚:43-47

北海道紋別郡 白滝村幌加沢遠問地点における考

古学的調査一1988年第二次調査概報 木村英明 ・

大林千春 ・赤坂俊策 ・加藤博文 札幌大学教

養部教養ゼ ミナール論集15:59-ll5

細石刃を主体とす る北見市4遺 跡の黒曜石石器 ・

石片の水和層年代 近堂祐弘 北網圏北見文

化センター研究報告:1-3

北見市中ノ島遺跡の動物遺体について

西本豊弘 ・宮 宏明 北網圏北見文化センター

研究報告:4-10

紋別市オムサロ台地竪穴群 について 因幡勝雄

北海道考古学25:29-34

一54一



雄 武 町 雄 武 竪 穴 遺 跡 第 四次 発 掘 調 査 概 報

野 村 崇 ・中 田 幹 雄 ・三 野 紀 雄 ・平 川 善 祥 ・

山 田悟 郎 ・小 林 幸 雄 ・為 岡 進 ・渡 部 真 人

北 海 道 開 拓 記 念 館 調 査 報 告28:117-126

(5月)

北 海 道 横 山 英 介

考 古 学 ジ ャ ー ナ ル305:128-134

(6月)

北 海 道 の 細 石 器 千 葉 英 一

考 古 学 ジ ャ ー ナ ル306:6-11

(8月)

オ ホ ー ツ ク文 化 菊 地 徹 夫

よ み が え る 中 世4平 凡 社:211-215

(9月)

先史時代の美幌 松村政雄 美幌町百年史:6-12

(10月)

最近の北海道考古学の状況(上)横 山英介

考古学ジャーナル311:36-41

(12月)

ノセ ド岬のチャシ跡 戸部千春 アバシ リ歴史

人類学月報1:4-8

ウトロオシヨコマナイ川口東遺跡発掘調査終わる

松田 功 博物館のひ ろば40:2-3

平 成2年(1990)

(2月)

白滝の黒曜石産 地 旧石器時代遺跡 畑 宏明

考古学ジャーナル315:2-5

女満別町出土の両頭石槍 戸部千春 アバ シリ

歴史人類学月報3:17-20

(3月)

川東13遺 跡 太田敏量 ・篠原 暁 ・宮 宏明

北見市教育委員会:本 文 ・写真図版102P

西町2遺跡発掘調査報告書 前出 潮 ・松本建速 ・

加藤博文 遠軽町教育委員会:本 文 ・写真図

版59P

北海道常 呂町出十のオホーツク式..L器一加藤 正

コレクシ ョン 右代啓視 北海道開拓記念館

調査報告29:1-16

雄武町竪穴群遺跡第五次発掘調査概報

野村 崇 ・平川普祥 ・山出悟郎 ・為岡 進 ・

小林幸雄 ・渡部真人 ・右代啓視

北海道開拓記念館調査報告29:185-196

オホーツク海沿岸 ・雄武町付近の海成段丘面の

分布 と考古遺跡の立地 渡部真人

北海道開拓記念館報告29:197-213

網走市ニツ岩遺跡出土のオホーツク式土器

右代啓視 北海道開拓記念館だより19-6=4

雄武町におけるオホーツク文化期遺跡の分布 と

土器 松尾 隆 北海道考古学26:73-90

北海道紋別郡 白滝村幌加沢遺跡遠問地点におけ

る考古学的調査一1989年第三次調査概報

木村英明 ・赤坂俊策 ・松崎 誉 ・小野寺 聡

札幌大学教養部教養ゼ ミナール論集16:2-39

呼人2遺 跡 和 田英昭 ・米村 衛

網走市教育委員会:45P

ピラガ丘遺跡秋山地点発掘調査報告書

松田 功 斜里町教育委員会:本 文168・ 写真

図版65

ピラガー丘遺跡秋山地点か ら出十 した動物遺存体

につ いて 西本豊弘 ピラガ丘遺跡秋 山地点

発掘調査報告書:16H62

ピラガー丘遺跡秋山地点PIT36よ り出土 した縄文時

代晩期火葬人骨について 石田 肇 ピラガ

丘遺跡秋山地点発掘調査報告書:163-164

ピラガ丘遺跡秋 山地点PIT(墓 墳)か ら検出さ

れた歯 につ いて 松村博文 ピラガ丘遺跡秋

山地点発掘調査報告書:164-168

オシヨコマナイ河口東遺跡発掘調査報告書

松田 功 斜里町教育委員会:本 文11・ 写真

図版26

佐呂間町HSO6遺 跡 米村哲英 佐 呂間町教育委

員会:本 文 ・写真図版136P

オムサロ遺跡整備事業に参加 して 目黒幸一・

紋別市立郷土博物館3:4

オホーツク文化期の遺跡の立地とその変遷

澤井 玄 紋別市立郷土博物館3:5-73
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湧別川一遠問栄治氏採集幌加沢遺跡遠間地点石器

図録 筑波大学遠間資料研究グループ編

遠軽町教育委員会:233P

豊岡ll遺 跡 ・豊岡10遺 跡 ・みどり1遺跡

美幌博物館編 美幌農業館 ・博物館館報

(1990)22-29

北栄40遺 跡 鶴丸俊明 ・橋爪 実 訓子府町教

育委員会:68P

(5月)

北海道 杉浦重信 日本考古学年報41:61-69

北海道斜里郡斜里町ピラガ丘遺跡 松田 功

口本考古学年報41:383-386

北海道 野村 崇

考古学ジャーナル319:lll-118

(7月)

オホーツク海沿岸の文化 藤本 強 日本海 と

北国文化 小学館:66-93

豊野1遺 跡 因幡勝雄 興部町教育委員会:25P

(9月)

白滝遺跡 永井秀夫 北海道の史跡を歩 く

北海道新聞社:20-21

オムサロ台地竪穴群 永井秀夫 北海道の史跡

を歩 く 北海道新聞社:38-39

最寄貝塚 永井秀夫 北海道の史跡を歩 く

北海道新聞社:40-41

常呂遺跡 永井秀夫 北海道の史跡を歩 く

北海道新聞社:42-43

GO月)

北海道 における黒曜石の交易について

杉浦重信 古代文化42:3-13

オホーツク文化 と同仁文化 菊地俊彦

占代文化42:36-47

一56一


